


要約:早産の主たる原因は膣、頚管からの上行性感染、炎症の波及による絨毛羊膜炎であ

る。早産の予防には膣、頚管の炎症の早期診断が必要である。我々は炎症の鋭敏なマーカ

ーである顆粒球エラスターゼを用い、頚管粘液中顆粒球エラスターゼが早産のマーカーに

なるか否かを検討した。365例の妊婦の頚管粘液を妊娠 22w より妊婦検診の毎に採取した。

その結果、'切迫早産、前期破水を起こした症例では頚管粘液中エラスターゼ値は発症す

る 4週間前より上昇した。頚管粘液中エラスターゼの測定により早産予防の可能性が示唆

された。


